
【計画策定のポイント】

１ 総合５か年計画等との整合

総合５か年計画、現行の第四次環境基本計画後に策定したゼロカーボン戦略及び廃棄物処理計画（第５期）との整合を図り、ゼロ
カーボン施策を拡充するとともに、循環経済への転換に向けた施策等も盛り込みました。

２ 「生物多様性ながの県戦略」としての位置付け

今回から新たに、生物多様性基本法に基づく「生物多様性地域戦略」に当たる「生物多様性ながの県戦略」に位置付け、生物多様性
保全の具体的な施策を盛り込みました。（長野県版レッドリストの改訂等）

３ 親しみやすい計画にするための「推進標語」

県民及び事業者等の皆様に環境保全に関する行動を呼びかける「推進標語」を公募し、小学生から一般までの計167名、360作品か
ら、施策の対象分野ごとに選定しました。

第五次長野県環境基本計画（案）について

【計画の位置付け】

長野県環境基本条例の規定に基づく、環境の保全に関する施策を総合的かつ計画的に
推進するための基本となる計画
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【計画期間】
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令和５年（2023年）３月24日
環境部 環境政策課 企画経理係
小林 弘一（課長） 高橋 晴彦（担当）
電 話：026-235-7169（直通）

026-232-0111（代表）内線2717
ＦＡＸ：026-235-7491
Ｅ-mail:kankyo＠pref.nagano.lg.jp

【計画の基本目標】

「共に育み 未来につなぐ 豊かな自然と確かな暮らし」



対象分野 第四次計画の進捗状況
（代表指標の最新実績と達成状況※）

主な課題 第五次計画（案）における推進標語と特徴的な取組

１ 持続可能な
社会の構築

環境に配慮した暮らしを
実行している人の割合
62.0% (2021年度)

(目標 75.0%)

環境配慮型ライフスタイル
への転換

推進標語：「暮らし良い 豊かな自然に 全員参加」

・くらしふと信州による産・学・官その他あらゆる主体の
対等な共創の実現

・「信州環境カレッジ」事業の更なる強化

２ 脱炭素社会の
構築

温室効果ガス総排出量
14,419千t-CO2 (2019年度)

(目標 13,738千t-CO2)
（注）環境エネルギー戦略に基づく数値

2050ゼロカーボン実現に
向けた2030年温室効果
ガス正味排出量６割削減

推進標語：「ゼロカーボン 少しの意識で 変わる未来」

・電気自動車の充電インフラ等の整備促進

・住宅のゼロエネ化の促進

・屋根太陽光発電及び小水力発電の普及促進

・エネルギー自立地域づくりの推進

３ 生物多様性・
自然環境の
保全と利用

希少野生動植物の
保護回復事業計画の策定
及び評価検証数
26種 (2021年度)

(目標 29種)

生き物が暮らす環境を
つなぐ生態系ネットワークの
形成、豊かな自然の保護と
利用の好循環

推進標語：「生き物と 豊かな自然 未来へと」

・「長野県版レッドリスト」の改訂

・多様な主体とのパートナーシップによる生物多様性保全の推進

・御嶽山の国定公園化による保護と利用の質の向上

４ 水環境の保全
河川環境基準達成率

100% (2021年度) (目標98.6%)

湖沼環境基準達成率
40.0% (2021年度) (目標53.3%)

湖沼の環境基準の改善と、
諏訪湖におけるヒシ大量繁
茂や湖底の貧酸素拡大等

推進標語：「きれいな空気と 美味しい水
当りまえにある幸せを これからも」

・「諏訪湖創生ビジョン」に基づく水質・生態系の保全

・諏訪湖環境研究センター（仮称）の設置

・上下水道に関する広域連携等の推進

５ 大気環境等
の保全

大気環境基準達成率
（光化学オキシダント除く）

100% (2021年度) (目標 100%)

良好な大気環境の保全の
継続

推進標語：「見えるかな 何万年後 あの星が」

・広域的連携による光化学オキシダント等の発生源寄与の解明

・条例等に基づく光害防止の推進

６ 循環型社会の
形成

一般廃棄物総排出量
611千t (2020年度) (目標588千t)

産業廃棄物総排出量
4,482千t (2018年度)(目標4,358千t)

廃棄物の更なる排出削減、
循環経済への転換

推進標語：「つくる、つかう 責任意識 高めよう」

・「信州プラスチックスマート運動」等による啓発

・環境配慮型製品の開発に取り組む事業者等への支援

※指標の達成状況 ◎：目標達成 ○：達成率50%～100%未満 △：達成率50%未満

各対象分野の主な課題、次期計画の推進標語及び特徴的な取組
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⇒生物多様性
ながの県戦略

⇒長野県水環境
保全総合計画
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